
高等裁判所事務局総務課 御中

平素よりお世話になっております。

この度、日本弁護士連合会から、全国の高等裁判所、地方裁判所及び家

庭裁判所宛てに、最高裁判所が本年7月に公表した第11回「裁判の迅速

化に係る検証に関する報告書」に対する意見書を送付予定との連絡があり

ましたので、お知らせします。

なお、この意見書について、送付を受けた各庁から日本弁護士連合会又

は単位弁護士会に対し、対応を行う必要はありません。

おって、管内の各地方裁判所及び家庭裁判所に対しては、貴庁から、こ

の趣旨を周知してください。

よろしくお願いいたします。
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